
山

名

会

再

興

か

ら

５

年

山
名
会
再
興
か
ら
５
年
が
過
ぎ
、

継
続
は
力
な
り
で
会
員
数
も
55
名
を

上
回
り
少
し
ず
つ
で
は
有
り
ま
す
が

確
か
な
足
跡
を
残
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

今
後
も
一
歩
一
歩
の
歩
み
を
重
ね
て

会
の
発
展
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

こ
ろ
で
す
。

山
名
会
の
活
性
化
の
為
に
は
、
先

ず
も
っ
て
山
名
会
の
存
在
を
人
々
に

知
っ
て
い
た
だ
き
、
会
の
活
動
の
理

解
者
を
少
し
ず
つ
で
も
増
や
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

考
え
の
も
と
、
今
回
の
山
名
会
総
会

行
事
も
昨
年
に
引
き
続
き
、
一
般
の

聴
講
者
参
加
を
前
提
と
し
た
歴
史
講

演
会
を
中
心
行
事
に
据
え
、
そ
れ
に

加
え
て
史
跡
散
策
的
な
要
素
と
し
て

知
恩
院
参
拝
を
加
え
た
形
の
行
事
を

計
画
致
し
ま
し
た
。

80
名

の

ご

参

加

を

得

て

昨
年
、
池
坊
短
大
の
「
心
ホ
ー
ル
」

で
行
い
ま
し
た
歴
史
講
演
会
に
は
山

名
会
会
員
・
一
般
聴
講
者
合
わ
せ
て

１
２
０
名
近
い
参
加
者
を
得
ま
し
た

の
で
、
今
回
も
前
回
に
並
ぶ
参
加
者

の
確
保
を
目
指
し
て
、
京
都
周
辺
の

新
聞
で
の
告
知
記
事
掲
載
や
、
近
隣

の
博
物
館
・
資
料
館
等
50
ヶ
所
に
当

行
事
の
案
内
ポ
ス
タ
ー
掲
示
を
願
い
、

ま
た
昨
年
参
加
者
へ
の
案
内
等
、
行

事
の
広
報
や
周
知
に
努
め
ま
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
今
回
の
参
加
者
は
80
名

程
度
で
留
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
参
加
者
数
が
適
正
な
数
か
ど

う
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
現
在
の

山
名
会
の
体
制
で
対
応
す
る
に
は
結

果
的
に
は
、
程
好
い
人
数
だ
っ
た
の

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

紅

葉

日

和

に

恵

ま

れ

て

総
会
当
日
の
11
月
13
日
は
期
待
以

上
の
好
転
に
恵
ま
れ
、
11
月
中
旬
に

し
て
は
少
し
動
く
と
汗
ば
む
程
の
暖

か
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

会
場
の
「
華
頂
ホ
ー
ル
」
は
知
恩

院
へ
の
副
参
道
で
あ
る
華
頂
道
に
面

し
て
い
る
の
で
す
が
、
一
般
的
に
は

主
参
道
で
あ
る
知
恩
院
道
の
方
が
目

を
引
く
関
係
で
、
「
華
頂
ホ
ー
ル
」

の
場
所
が
分
か
り
に
く
か
っ
た
方
も

あ
っ
た
よ
う
で
、
ご
苦
労
を
お
掛
け

致
し
ま
し
た
。

「
華
頂
ホ
ー
ル
」
は
華
頂
大
学
の

４
階
に
あ
る
大
教
室
で
、
ホ
ー
ル
の

窓
か
ら
は
東
山
を
背
景
と
す
る
紅
葉

が
始
ま
っ
た
知
恩
院
境
内
が
見
下
ろ

せ
、
そ
の
眺
め
だ
け
で
も
一
見
の
価

第16号 全國山名氏一族会報 平成２９年１月１０日

1

全

國

山

名

氏

一

族

会

〒
６
６
７
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３
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岡
区
村
岡
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６
５
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０
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第
23
回
総
会
並
び
に

山
名
会
歴
史
講
演
会
開
催

去
る
平
成
28
年
11
月
13
日
（
日
）
に
知
恩
院
門
前
の
京
都
華
頂
大
学

「
華
頂
ホ
ー
ル
」
を
主
会
場
に
第
23
回
山
名
会
総
会
及
び
山
名
会
歴
史
講

演
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
今
回
は
山
名
会
会
員
20
名
に
加
え
て
、
一
般

聴
講
者
60
名
程
度
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
総
勢
で
約
80
名
の
規
模
で
開

催
出
来
ま
し
た
。
当
日
の
概
要
に
つ
い
て
ご
報
告
致
し
ま
す
。

総会会場の京都華頂大学
会場の華頂ホールは少し奥まったところにあるので、
今回も草山氏御寄贈の幟を旗印として活用。

200名収容のホールに総計80名程の方
がご聴講下さいました。



値
は
十
分
の
有
ろ
う
か
と
思
え
ま
す
。

知

恩

院

参

拝

受
付
後
の
午
後
１
時
か
ら
は
歴
史

講
演
会
に
先
だ
っ
て
、
浄
土
宗
の
総

本
山
で
あ
る
知
恩
院
の
参
拝
と
見
学

を
行
い
ま
し
た
。
あ
い
に
く
知
恩
院

の
本
堂
に
あ
た
る
御
影
堂
は
大
改
修

工
事
中
で
近
寄
る
こ
と
は
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
知
恩
院
の
お
坊
さ
ん

の
ご
案
内
で
「
知
恩
院
の
七
不
思
議
」

始
め
、
徳
川
将
軍
が
参
拝
に
来
ら
れ

た
時
だ
け
使
用
さ
れ
た
と
言
う
「
上

段
の
間
」
等
、
普
段
は
見
学
出
来
な

い
所
も
含
め
て
見
学
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

知
恩
院
は
法
然
上
人
が
興
さ
れ
た

浄
土
宗
の
格
式
高
い
総
本
山
で
あ
る

と
同
時
に
、
お
堂
の
中
で
は
入
れ
替

わ
り
立
ち
代
わ
り
に
善
男
善
女
が
訪

れ
て
は
、
ご
先
祖
の
ご
供
養
を
受
け

て
い
る
姿
に
、
生
き
て
い
る
信
仰
の

場
で
も
あ
る
こ
と
を
強
く
印
象
に
残

り
ま
し
た
。

こ
の
知
恩
院
参
拝
で
す
が
、
当
初

は
30
名
も
参
加
さ
れ
る
か
ど
う
か
分

か
ら
な
い
？
と
踏
ん
で
い
た
の
で
す

が
、
最
終
的
な
参
拝
参
加
者
は
48
名

で
、
意
外
に
皆
さ
ん
関
心
が
高
か
っ

た
こ
と
に
少
し
驚
き
ま
し
た
。

歴

史

講

演

会

第
一
講

歴
史
講
演
会
の
第
一
講
は
、
華
頂

短
大
の
伊
藤
真
昭
先
生
に
お
願
い
し

ま
し
た
。
講
演
を
依
頼
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
当
初
は
（
６
月
頃
）
ご
専
門

の
文
献
研
究
の
見
地
か
ら
み
た
室
町

～
戦
国
～
江
戸
時
代
に
通
じ
る
流
れ

の
中
で
、
文
化
や
世
相
に
関
す
る
事

に
つ
い
て
一
般
的
・
全
般
的
な
お
話

が
伺
え
れ
ば
と
考
え
て
い
た
の
で
す

が
、
山
名
会
の
行
事
の
一
環
と
言
う

こ
と
で
、
資
料
も
乏
し
い
中
『
秀
吉

家
康
期
の
山
名
禅
高
』
と
言
う
山
名

会
な
ら
で
は
の
演
題
を
ご
準
備
い
た

だ
き
ま
し
た
。

山
名
禅
高
公
と
言
え
ば
毛
利
や
豊

臣
の
鳥
取
城
攻
め
を
巡
る
い
き
さ
つ

等
か
ら
、
暗
愚
な
総
大
将
と
か
粗
忽

者
と
か
、
と
か
く
世
評
は
余
り
宜
し

く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
講
演
で
は
秀
吉

の
鳥
取
城
攻
め
以
降
、
秀
吉
の
軍
門
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華頂ホールからの眺め
知恩院方向を望む、東山を背景に三門
が見える。

知恩院参拝の様子
熱心に説明役のお坊さんの話に聞き入
る。参拝には48名が参加。

知恩院の紅葉
11月中旬で紅葉の始まりでしたが暖かな
日差しの中参拝が出来ました。

伊藤真昭先生の御講演
山名会行事に合わせて、山名禅高について
の講演を考えて頂けました。

伊藤真昭先生の御講演
歴史講演開始の頃には席も徐々に埋まっ
て来て一安心です。



に
下
っ
た
禅
高
で
は
あ
っ
た
が
、
秀

吉
と
は
あ
る
程
度
の
距
離
を
と
り
つ

つ
も
、
山
名
家
の
お
家
芸
で
も
あ
っ

た
詩
歌
や
連
歌
な
ど
の
教
養
と
文
学

的
な
才
能
を
活
か
し
て
、
清
和
源
氏

の
名
流
を
受
け
継
ぐ
山
名
氏
の
存
在

感
を
十
分
に
発
揮
し
て
、
秀
吉
・
家

康
の
御
伽
衆
と
い
う
立
場
を
得
て
、

山
名
家
存
続
を
確
か
な
も
の
と
し
て

き
た
禅
高
公
の
姿
を
示
し
て
頂
け
ま

し
た
。

今
回
の
講
演
を
通
じ
て
、
山
名
氏

に
と
っ
て
の
山
名
禅
高
と
い
う
存
在

は
、
戦
国
時
代
に
途
絶
え
か
け
た
武

家
・
山
名
氏
の
命
脈
を
建
て
直
し
、

江
戸
時
代
か
ら
明
治
、
そ
し
て
現
代

ま
で
続
く
山
名
氏
八
百
年
の
流
れ
を

守
っ
た
一
番
の
功
労
者
が
山
名
禅
高

公
で
あ
り
、
正
に
山
名
氏
中
興
の
一

人
と
言
う
べ
き
存
在
で
あ
る
こ
と
を

我
々
に
知
ら
し
め
て
頂
き
ま
し
た
。

第
二
講

歴
史
講
演
の
第
二
講
は
京
都
廬
山

寺
の
管
長
で
あ
り
、
自
ら
も
南
画
の

画
家
で
日
本
南
画
会
の
会
長
を
務
め

ら
れ
て
い
る
町
田
泰
宣
猊
下
に
中
国

か
ら
伝
わ
っ
た
南
宗
画
か
ら
日
本
的

に
変
化
発
展
し
て
南
画
へ
と
成
長
し

て
い
っ
た
過
程
を
数
多
く
の
南
画
の

写
真
を
示
し
て
頂
き
な
が
ら
ご
教
授

願
い
ま
し
た
。

ま
た
、
一
般
聴
講
の
方
の
中
に
は

自
ら
が
南
画
や
水
墨
画
を
嗜
ん
で
い

ら
っ
し
ゃ
る
方
も
多
く
、
講
演
の
後

半
部
分
で
は
そ
の
方
々
の
質
問
に
答

え
る
形
で
、
南
画
に
対
す
る
理
解
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

山

名

会

年

次

総

会

歴
史
講
演
終
了
後
、
引
き
つ
づ
き

「
華
頂
ホ
ー
ル
」
に
て
山
名
会
の
年

次
総
会
を
行
い
、
前
年
度
の
会
計
・

事
業
に
関
す
る
報
告
や
、
会
則
変
更

を
伴
う
山
名
会
の
組
織
改
編
及
び
人

事
案
に
つ
い
て
協
議
願
い
ま
し
た
。

総
会
の
報
告
に
つ
き
ま
し
て
は
、

項
を
分
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た

詳
し
く
は
「
第
23
回
山
名
会
総
会
資

料
」
を
ご
覧
下
さ
い
。

懇

親

会

予
定
さ
れ
て
い
た
行
事
も
滞
り
な

く
終
了
し
、
懇
親
会
は
山
名
靖
英
理

事
長
の
お
世
話
で
、
円
山
公
園
内
の

ち
ゃ
ん
こ
料
理
「
い
こ
ろ
」
で
行
い

ま
し
た
。

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
伊
藤
先

生
も
ご
同
席
願
い
講
演
中
に
は
聞
け

な
か
っ
た
疑
問
点
や
質
問
を
始
め
、

戦
国
時
代
の
戦
談
義
ま
で
暖
か
な
鍋

の
お
陰
も
あ
っ
て
、
話
題
は
各
方
面

ん
へ
と
大
き
く
広
が
り
、
楽
し
く
有

意
義
な
一
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

参

加

者

数

集

計

今
回
の
総
会
行
事
の
最
終
的
な
参

加
者
で
す
が
次
表
の
ご
と
く
で
す
。

人
数
的
に
は
あ
る
程
度
満
足
で
き

る
数
字
に
思
え
る
の
で
す
が
、
事
務

局
と
し
て
気
に
な
る
の
は
山
名
会
会

員
の
参
加
者
が
少
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

企
画
内
容
が
会
員
の
皆
さ
ん
の
要

望
に
沿
っ
た
物
に
な
っ
て
い
な
い
面

が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

次
年
度
以
降
の
総
会
行
事
を
考
え

る
際
に
は
、
十
分
に
検
討
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
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町田泰宣先生の御講演の様子

総
合
計

当
日
参
加

一
般
聴
講
者

講
師
・
事
務
局

山
名
会
会
員

約
80
名

23
名

30
名

（
事
前
申
込
者
）

７
名

20
名

数多くの絵を見せていただき解説願いました。



事

業

報

告

Ｈ
27
年
度
中
の
主
な
事
業
は
左
表

の
如
く
で
、
主
に
総
会
準
備
の
為
に

活
動
を
行
っ
て
い
る
よ
う
な
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

会

計

報

告

Ｈ
27
年
度
の
会
計
に
つ
き
ま
し
て

は
左
表
の
如
く
で
す
。
諸
般
の
事
情

に
よ
り
年
度
中
に
は
「
山
名
第
７
号
」

の
発
行
準
備
が
整
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
為
若
干
の
次
年
度
繰
越
金
が
増

加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
年
度
中
に
は
《
山
名
会
総

会
お
祝
い
》
、
《
山
名
会
活
動
助
成
》

と
し
て
会
員
各
氏
よ
り
30
万
も
の
ご

寄
付
を
戴
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借

り
ま
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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第
23

回
年
次
総
会
概
要

Ｈ２８年 Ｈ２７年 年
11
月
13
日

10
月
25
日

10
月
１
日

８
月
下
旬

７
月
24
日

６
月
23
日

４
月
21
日

１
月
21
日

11
月
28
日

月
日

第
23
回
総
会

及
び

山
名
会
歴
史
講
演
会

京
都
・
華
頂
大
学
に
て

実
施
。
参
加
者
80
名
。

総
会
打
ち
合
わ
せ

竹
田
城
見
取
図
復
刻
完
成

多
田
神
社
萬
灯
会
に
協
賛

総
会
打
合

京
都
華
頂
大
学

役
員
会

京
都
華
頂
大
学

役
員
会

京
都
経
済
短
大

山
名
寺
住
職
葬
儀

副
総
裁･

太
田
垣
相
談
役

･

会
長･

理
事
長
ご
参
列

第
22
回
総
会

及
び

山
名
会
歴
史
講
演
会

京
都
・
池
坊
短
大
に
て

実
施
参
加
者
１
２
０
名

行
事
・
事
業



組
織
の
変
更


現
在
の
「
会
長
・
副
会
長
」
と

「
理
事
長
」
の
二
重
の
役
職
と
な
っ
て

居
る
組
織
を
理
事
長
に
一
本
化
す
る
。


「
会
長
」
と
「
副
会
長
」
を
廃
し

て
、
常
任
理
事
の
人
員
を
増
や
し
「
副

理
事
長
」
を
新
設
す
る
。


常
任
理
事
の
互
選
に
よ
り
、
理
事

長
・
副
理
事
長
を
推
戴
。

今
総
会
で
会
長
と
理
事
長
の
二
重

の
形
に
な
っ
て
い
た
組
織
を
理
事
長

制
に
一
本
化
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
会
則
も
関
連
部
分
が
若

干
変
更
と
な
り
ま
す
。

ま
た
常
任
理
事
の
メ
ン
バ
ー
を
増

や
し
て
常
任
理
事
会
と
し
て
山
名
会

を
引
っ
張
っ
て
い
た
だ
け
る
事
を
希

望
し
て
お
り
ま
す
。

常
任
理
事
に
ご
就
任
い
た
だ
き
ま

し
た
の
は
左
記
の
皆
様
方
で
す
。

山
名

年
浩
（
大

阪
）

宮
田

靖
國
（
兵

庫
）

山
名

靖
英
（
京

都
）

草
山

宏

（
神
奈
川
）

山
名

大
介
（
名
古
屋
）

山
名

嗣
宣
（
兵

庫
）

山
名

一
男
（
富

山
）

山
名

正
史
（
広

島
）

太
田
垣

大
介
（
和
歌
山
）

Ｈ
28
年
度
の
事
業
及
び
予
算

平
成
28
年
度
の
事
業
計
画
は
、
昨

年
発
行
が
出
来
な
か
っ
た
会
誌
「
山

名
第
７
号
」
の
発
行
と
、
第
24
回
と

な
る
山
名
会
総
会
行
事
の
計
画
が
主

な
物
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
第
23
回
総
会
で
決
定
し
ま

し
た
組
織
改
編
後
の
役
員
選
任
（
新

理
事
長
・
副
理
事
長
）
が
ま
だ
出
来

て
居
り
ま
せ
ん
の
で
、
早
め
に
常
任

理
事
会
を
開
催
し
て
新
体
制
作
り
を

進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

予
算
面
で
は
、
ま
だ
ま
だ
緊
縮
財

政
で
倹
約
を
心
掛
け
ね
ば
成
ら
な
い

よ
う
で
す
。
事
業
内
容
を
少
し
ず
つ

充
実
さ
せ
て
い
っ
て
、
協
賛
金
頼
み

の
体
質
か
ら
、
徐
々
に
幾
分
か
の
利

益
を
生
め
る
よ
う
な
会
計
に
成
長
で

き
れ
ば
と
願
う
次
第
で
す
。

第
23
回
山
名
会
総
会
の
記
念
品
と

し
て
復
刻
作
成
し
た
「
竹
田
城
見
取

図
」
で
す
が
、
地
元
地
方
紙
に
も
取

り
上
げ
ら
れ
た
関
係
で
割
り
と
好
評

を
得
て
お
り
ま
す
。

こ
の
「
竹
田
城
見
取
図
」
で
す
が
、

元
々
は
平
成
元
年
に
山
名
氏
と
赤
松

氏
の
末
裔
２
０
０
名
が
協
力
し
て
、

竹
田
城
中
腹
に
「
山
名
赤
松
両
軍

陣
没
諸
霊
供
養
塔
」
を
建
立
し
た
折

り
に
、
竹
田
城
ら
し
い
記
念
品
と
し

て
竹
田
在
住
の
画
家
・
中
山
東
華
氏

が
模
写
さ
れ
て
い
た
竹
田
城
古
図
の

提
供
を
受
け
、
供
養
塔
建
立
関
係
者

分
の
２
０
０
枚
だ
け
作
成
し
た
も
の

で
す
。

今
で
は
石
垣
し
か
残
っ
て
い
な
い
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竹
田
城
で
す
が
、
模
写
原
本
が
描
か

れ
た
弘
仁
２
年
（1556

）
当
時
の
天

守
閣
や
各
櫓
等
、
日
本
一
の
山
城
と

言
わ
れ
た
竹
田
城
の
雄
壮
な
姿
が
描

き
留
め
ら
れ
て
居
り
、
往
時
の
竹
田

城
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
数

少
な
い
貴
重
な
資
料
と
言
え
ま
す
。

こ
の
度
の
復
刻
に
際
し
、
当
時
の

印
刷
会
社
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、

27
年
前
の
印
刷
な
の
で
版
は
既
に
処

分
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
幸
い
に

も
完
成
見
本
品
が
数
部
保
管
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
中
で
程
度
の
良
い
も
の

を
選
ん
で
原
本
と
致
し
ま
し
た
。

本
来
の
竹
田
城
の
姿
を
留
め
た
当

見
取
図
を
復
刻
し
、
山
名
会
会
員
や

竹
田
城
及
び
但
馬
の
歴
史
愛
好
家
な

ど
、
当
見
取
図
を
貴
重
な
資
料
と
し

て
受
け
止
め
て
い
た
だ
け
る
方
々
の

為
に
も
、
少
し
大
目
の
四
〇
〇
枚
復

刻
す
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。

ま
た
、
復
刻
の
準
備
を
進
め
る
過

程
で
東
華
先
生
の
お
孫
さ
ん
で
、
大

阪
を
中
心
に
活
動
さ
れ
て
い
る
中
山

市
朗
氏
（
作
家
・
怪
談
蒐
収
家
）
と

お
出
会
い
す
る
こ
と
も
出
来
て
復
刻

版
見
取
図
作
成
の
ご
許
可
と
、
東
華

先
生
の
御
紹
介
文
を
一
筆
い
た
だ
け

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
竹
田
城
見
取
図
あ
と
残
数
が

一
〇
〇
枚
程
度
御
座
い
ま
す
。
ご
希

望
の
方
に
は
一
枚
千
円
（
送
料
別
・

４
０
０
円
）
で
お
分
け
さ
せ
て
い
た

だ
け
ま
す
の
で
、
お
申
し
込
み
は
事

務
局
ま
で
お
願
い
致
し
ま
す
。

平
成
28
年
の
１
月
に
逝
去
し
た
山

名
寺
住
職
・
吉
川
廣
昭
（
法
雲
寺
前

住
職
、
山
名
会
初
代
事
務
局
）
の
一

周
忌
を
去
る
11
月
23
日
に
法
雲
寺
恒

例
の
天
台
大
師
報
恩
講
（
お
大
師
講
）

に
併
せ
て
執
り
行
わ
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

本
来
の
命
日
か
ら
行
け
ば
、
１
月

中
旬
の
大
寒
の
頃
に
一
周
忌
を
行
う

べ
き
な
の
で
す
が
、
雪
と
寒
さ
が
心

配
な
頃
に
檀
家
さ
ん
も
お
招
き
し
て

一
周
忌
を
行
う
の
も
た
め
ら
い
ま
す

し
、
か
と
言
っ
て
暖
か
く
な
る
春
ま

で
先
送
り
す
る
の
も
気
が
進
み
ま
せ

ん
。そ

こ
で
２
ヶ
月
ほ
ど
前
倒
し
に
な

り
ま
す
が
、
法
雲
寺
地
元
檀
家
の
皆

さ
ん
が
ご
出
席
な
さ
る
お
大
師
講
に

併
せ
て
、
山
名
寺
住
職
・
吉
川
廣
昭

の
一
周
忌
も
執
り
行
わ
せ
て
い
た
だ

い
た
次
第
で
す
。

一
周
忌
及
び
お
大
師
講
で
は
、
浜

坂
・
相
応
峰
寺
様
を
導
師
に
、
豊
岡
・

法
光
寺
様
を
式
衆
に
お
願
い
し
、
山

名
寺
の
一
周
忌
と
法
雲
寺
檀
家
各
家

の
歴
代
霊
位
の
ご
供
養
を
お
願
い
致
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竹田城見取図多くの方々に好評を得ています。

山

名

寺

住
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一
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相應峰寺・法光寺のお二人に勤めて戴き

ました。

怪談蒐集家の中山市朗氏
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し
ま
し
た
。
ま
た
、
法
要
後
に
は
相

応
峰
寺
様
に
「
葬
儀
・
法
事
の
重
要

性
」
や
「
位
牌
の
持
つ
意
味
」
等
に

つ
い
て
、
ご
自
身
の
体
験
談
も
交
え

な
が
ら
楽
し
く
法
話
を
頂
き
ま
し
た
。

お
昼
の
斉
食
で
は
、
当
番
地
区
の

ご
婦
人
が
ご
調
理
い
た
だ
い
た
大
師

講
定
番
の
納
豆
汁
を
い
た
だ
き
な
が

ら
共
に
語
ら
い
、
杯
を
重
ね
て
は
、

出
席
者
の
皆
さ
ん
か
ら
山
名
寺
と
の

思
出
話
等
、
色
々
と
お
話
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
か
げ
で
山

名
寺
の
事
が
少
し
は
偲
べ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
一
周
忌
実
施
に
つ
き
ま
し

て
、
お
檀
家
の
皆
様
に
は
準
備
の
段

階
か
ら
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
深

く
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

第
23
回
総
会
の
会
場
と
し
て
お
借

り
し
た
華
頂
ホ
ー
ル
の
使
用
料
金
請

求
が
未
だ
届
い
て
居
り
ま
せ
ん
の
で

正
確
な
額
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
会

場
使
用
料
を
６
万
円
と
想
定
し
て
中

間
の
会
計
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
総
会
で
は
参
加
費

納
入
に
際
し
ま
し
て
、
厚
か
ま
し
く

も
協
賛
金
協
力
の
ご
無
理
を
申
し
ま

し
た
点
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
皆
様
方
の
ご
協
力

に
依
り
ま
し
て
、
本
会
計
か
ら
の
助

成
金
支
出
も
予
算
（
20
万
円
）
以
下

に
抑
え
ら
れ
ま
し
た
。
ご
協
力
誠
に

有
り
難
う
御
座
い
ま
す
。
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編
集
後
記

自
分
で
決
め
た
日
程
と
は
言
え
、
昨
年

の
11
月
は
13
日
に
山
名
会
の
行
事
、
23
日

に
父
の
一
周
忌
と
私
に
と
っ
て
は
短
い
期

間
に
大
き
な
行
事
が
続
き
、
常
に
何
か
に

追
い
た
て
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
11
月
で
し

た
。そ

れ
で
も
各
行
事
と
も
周
囲
の
皆
さ
ま

方
の
ご
協
力
を
戴
き
、
何
と
か
無
事
に
終

え
る
こ
と
が
で
き
て
、
ホ
ッ
と
一
息
つ
い

て
居
ま
す
。

山
名
会
総
会
報
告
の
今
会
報
も
、
昨
年

12
月
中
に
発
行
し
た
か
っ
た
の
で
す
が
、

総
会
会
場
の
華
頂
ホ
ー
ル
の
使
用
料
請
求

書
の
到
着
を
待
ち
会
計
を
締
め
て
か
ら
と

思
っ
て
い
ま
し
た
ら
、
年
を
越
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

会
報
に
は
第
23
回
山
名
会
総
会
会
計
の

中
間
報
告
を
載
せ
て
い
ま
す
が
、
華
頂
ホ
ー

ル
の
使
用
料
を
６
万
円
と
仮
定
し
て
計
算

し
た
も
の
で
す
の
で
、
今
後
若
干
数
字
が

変
動
し
ま
す
点
、
お
許
し
く
だ
さ
い
。

年
も
明
け
て
平
成
29
年
と
な
り
ま
し
た
。

今
の
と
こ
ろ
こ
の
冬
も
降
雪
が
少
な
く
、

穏
や
か
な
お
正
月
を
過
ご
さ
せ
て
戴
き
ま

し
た
。
こ
の
調
子
で
１
～
２
月
と
過
ご
せ

れ
ば
あ
り
が
た
い
限
り
で
す
。

こ
の
一
年
が
山
名
会
の
活
動
が
更
に
充

実
し
た
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
会
員
に
皆

さ
ま
方
の
お
力
添
え
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。
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諸々の難をとり去り、数々の福をとり込めますよう
・ ・ ・ ・


